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來
ひ
理
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勝
附
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ら
.效
果
分
析
に
向
げ
ら
れ"
し
，か
も
と
こ
で
の
べ
た
六
つ
の
頊
目€>
-
ぅ
ち
の
0

に
集
中
し
て
い
た
と
い
え
ょ
ぅ
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n

の
モ
デ
ル
の一

一
分
.に
も
-a '
々
の
特
徴
が
.指
摘
で
き
る
が
、
I

と
n

の
分
析
に
も
と
づ
き
、
統
合
の
利
益
を
極
大
化
し
不
利
益
を
極
小
化
す
る
た

 

め
に
満
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
条
件
の.考
察
を
体
系
的
に
行
な
い
、ご

の
理
■•論
の
設
立
が
十
分
に
な
し.え
た
場
合
に
は
、
こ
の
条
件
な
い
し
基
準
を

 

具
体
的
な
統
合
化
計
画
な
い
し
は
世
界
の
現
状
に
適
疳
'し
て
、

ど
.の
她
域
に
い
.か
な
る
形
態
の
統
合
が
：の
ぞ
ま
し
い
か
の
究
明
を
行
な
っ
：て
み

 

た
い
。
こ
れ
は
、..理
論
の
現
势
的
適
用
の
一
つ
ひ
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
。
さ
ら
に

>

に
お
'い
て
は
、
m
が
事
前
的
な
分
析
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
現
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実
に
結
膨
さ
^

た
統
食
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^

後
他
な)〉

効
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¥

ぺ
良
像
的
貧
料
を
利
用
し$

て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
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し
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P
ゆ
経
済
統
合
裡
論
の
#
幕
の
構
想.
®.
基
縣
ぬ
は
、;'
.
:
-弟

：1.
に
>
瘙 

.そ
の
理
解
の
上
に
理
論 

汾
形
成
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
第
二
に
、
し
た
が
っ
て
経
済
統
合
理
論
は
、
資
本
主
義
の
発
展
過
程
に
お
い
て
統
合
の
も
つ
意
味
を
前
提
と
し
て
、
 

論
理
的.
な
斉
一.
性
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
ど
と
も
に
'
理
論
の
現
実
適
用
を
保
証
す
る
も.
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
三
に
、
そ
の
具
体
化
が
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統
合
の
有
効
性
•
.実
効
姓
の
判
断
基
準.の
；設
定
^

適
用
：で
あ
り
、
さ
ち.に
現
実
的
な
統
合.の
実
現
.性
.の
問
題
が
考
慮
さ
れ
て
、
：

.1

貫
し
た
理
論
体 

系
が
確
立
さ
れ
.る
と
と
も
に
、'
:統
ー
的
な
理
論
と
実
傺
と0
結
び
つ
き
が
実
現
さ
れ
る
：の‘終
と
い
ぅ
# '
え
が
存
在
し
て
い
る
。
本
論
文
の
表
題
た
 

る
統
食
の
理
論
と
実
態
は
、
こ
の
体
系
に
ょ
る
具
体
的
な
骚
開
が
抒
な
ゎ
れ

^

こ
と
欧
，̂
'0-
'

始
め
て
：十
^

に
解
 ̂

と
に
な
ヴ
、

の
 

分
析
は
そ
こ
に
中
心
が
ぉ
か
れ
る
ひ
で
知
る
。

'3
i

記

こ

.の
理
論
体
系
の
.具
体
的
な
展
開
、
そ
の
，現
実
適
用
ぉ
ょ
.び
実
現
性
0 :
,究
明
は
、'
本
誌
六
三
年
ニ
月
号
の
_『

経
済
統
合
の
理
論
.と
実
態——

経
済
統
合 

.
a:

論
の
体
系
に
つ
：い
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i

で
行
な
う
予
定
.で
あ
る
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本
稿
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徳
§
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期
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か
け
：.て
の
移
行
過
程
戈
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の

虜

質

賃
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変
動
し
だ
か
を
考
察
す
る
も0
で
あ
る
。
徳
川
時
代
 

の
寶
金
：の
趨
勢
や
、.明
治
時
代
に
お
け
る1

0

変
ft
は
此
較
的
判
明
し
、て
ぬ
る
が-'
.両
時
代
#

±

^

す
る
；.
4
.の
：は
：殆
ん
：ど
な
：い
：と

言-o
て
よ 

Vい
。
：
こ
：こ
で
は
 

一
八
三
〇
年(

天
保
元
年)

か
ら
一
八
九
四
年(

明
治
ニ
七
年)

にf

至
る
東
京
：の
建
築
労
働.者
の
：賃
金
.変
化
を
観
察

.

.C0
対
象
に
す
る
。
こ
の
時
«

の
賃
金
労
働
者
と
い
え
ば
こ

の

よ
ろ
な
»

築
関
_係
.と

、

他

，
の

多

く

.は
農
業
の
年
雇
.
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>
,
日
犀
と
い
わ
れ
：る'労
働
者
■で
あ
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力
&

農
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業

 

の
技
能
職
種
で
あ
る
か
ら
特
殊
な.位
置
に
あ
つ
た
と
は
い£
、
二
般
労
働
市
場
のi

状
態
と
無
関
係
で
卷
る
箸
は
な
い
。
そ
れ
故
こ
れ
ら
労
働

 

へ
者
の
実
質
賃
金
を
探
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
他
に
資
料
が
利
用
で
き
な
い
限
り
、
当
時
の
労
働
者
の
生
活
水
準
が
ど

」

ぅ
変
つ
た
か
を
推1
計
ら
ざ
る 

.を
得
な
い
だ
ろ
ぅ
，

手
続
ぎ
は
0

職
種
別
賃
金
の
資
料
を
求
め
、㈡
各
'々

を
一
八
五
一
年
を
一
〇
〇
と
す
る
指
数
に
し
、
㈢

労
働
力
搆
成
を
推
定
し
て
こ
の
ウ
ェ
ィ

.
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固
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す
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し
、
㈥

家
.計
支
出
構
成
.を
推
定
し
て
こ
の
ウ
ェ
ィ
ト

(

固
定)

に
よ
り
生
計
費
指
数
を
算
出
す
る
。㈦
名
目
賃
金
指
数
を
生
計
費
指
数
で
デ
フ
レ
ー
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第 1 表 「我国商品相場統計表J の内容 

(1867年以前から利用できる品目のみ）

資料：金融研究会「我国商品相場統計表j 調査別冊（金融資料〉 

第三号付録，細川活版所，東京, 1937年。

品'  . 目: . ' . . . 年 単 ，

: : 米 : : ' : . : へ . . : 'ハ ノ 1596-1937 1 ^
:小 麦 べ ' . 1854-1937 1石
..大麦 1830-1937 1石

. 大豆: . . . へ：.. . . . '. : : , ' . : . . . . . .：:': 1830-1937 1右
結瞎 1830-1937 100斤
'黑砂糖 1830-1937 100斤
. 塩 ：. . . . ■ ..い...,....:...:.-.‘ン 1830-1937 5 0斤
生 糸 ’ 1830-1937 100斤
繰綿 1830-1937 1 質目

三河半白木綿 1848-1937 1 反 \

杉四分板 • 三印材(幅-^尺，長一間） 1830-1937 10枚
松六分板 (幅ニ尺，長一間) 1830-1937 10枚
杉大其 • 逄州林，ゴ畨 1830-1937 10 丁
杉中貫•遠州材 1830-1937 10 丁 :

'杉小貫 •.遠州# : ’. ニ赤 _(巨寸貫〉:-_ 1830-1937 10 丁
.松中棰木 • 両総材（ニ寸角)ニ間 1830-1937 ，パ 10: 丁
fムVj、棰木，両総衬 1830-1937; 1(5本
检四寸角，ニ間物 (寧材） 1830-1937 1 本
桧五寸角，：11間物 1830-1937 1 本

槔尺角 （X ハ：̂ 太) ニ間 ：' 1830-1937 1 本

松尺角ニ問物(#十P 尺） 1830-1937! 1 本
三州S  •並上蜂  ‘ 1830-J.937 • 1 0 0  ^
石灰 1830-1937 1錢 (20羝〉

駿-半紙 1830-1936 .12,000 枚
石州半紙 1830-1936 12,0叫枚

須畸半紙 1830-1936 12,000 枚
美濃紙 . ‘ 1830t1936 4,800 枚
木蠟 • 晒 蠘 ' 1830-1936 1 貫目

木 蠟 (生） 1830-1936 1 貧目

菜種油 1830-1937 2 斗

堅炭 ン 1830-1937 10貴目

薪松ニ本材•常陸虐 1851-1934 4 0本
鍊粕 1845-1937 10貫目

金.： . 1830-1936 ' %

銀 . 1830-1936
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ら
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入
れ
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こ
と
が
で
き
な
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つ
た
。
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貨
幣
単
位
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肩
知
；の
-;
4
:'5
^

徳

川

時

代

；の

貨

幣

- ^
度
は
：非
常
；に
複
雑
で
、

「

全
国
共
：通
の
：単
位
牙̂?
金
ノ
.蘇

^ ̂

，
-
の
時
期
の
原
資
料
 

は
価
格
•
賃

金

と

も

通

常

「

效J
、

で
表
わ
.さ
れ
て
■い
る
が
、「

我
国
商
品
相
場
統
計
表

」

.で
は
そ
れ
ら
■は

「

M」

に
換
算
さ
.れ
て
い
る
。
'.そ
れ
故
 

‘
建
築
労
働
者
の
実
質
賃
金.-

—

一
八
三
〇_
1八
九
四
年——

5£
1

(

ー'
0ニ

)

ト
し
，
実
質
賃
金
指
数
と
す
る

。

, 

_
.

、
 

ニ
 

'

.

.

. 

■ 

. 

- 

:
 

. 

. 

. 

. 

■ 

,

.

r

資

料

-
■
- 

,
■-
■'
 

-

V 

. 

,
:
:
\
:.
'
r
-.
:

\
■:
.
■
. 

.

.

.

.

.

.

.;V 

.
, 

-

/.
■
■•:
•

.

.

.
;■
'■
■
,
V
-
.
: 

. 
ー
ハ.
.
- 

'
.

;■
: 

.

.
■:
-
.ン

•

-

I

-

/

..V 
.
.
.■■.
-

-

.

.

-.
■'
'
.*■
•
' 
-

.
■

V 
'
:
.
一
 

.

.

.

.

.

.

.

.
一

 

：

ン

，.

■

■
-!
■
.'
■
'
-
.ハ

，

..

.
■
. 

.

;
徳
；川
■

々
朋
治
期
本
か
；

の

_
緣
晚
時
系
列
資
御
は
数
少
女
い
が
、
、金
融
研
究
会

 ̂

ー
.
八

三

〇

年

か

ら

ー 

:九
一
ー£
年

：に

至

る

；
：
：

1
;
0
0
奪

凃

々

の

期

間

を

中

心

：
ぬ

篇

お

よ

^

(

一
八
六
八
年)

で
あ
る
が
、，
1
表
に
は
一
八
，三
〇
年
か
ら
連
続
し
て
い
る
品
目
を
掲
げ
て
い
る
。

.こ
の
編
集
は
極
め
て
巧

^
で
あ
る
。
.
■ 

-
す
な
わ
ち

' 

〕

価

格

は

年

別

；.象

乎

均

>
:^
'f
e
:«
さ

れ

、

」

：調

查

地

域

：は

東

京
‘
限

^
れ

る

：。.
^
文̂

東

京

；.
の

湎

格

資

料

が

^

^

れ

な

い

場

合

は

、

^

阪

の

そ

れ

か

ら 

推
計
さ
れ
て
い

.る
。
ま
た
価
格

.，
賃
金
は
す
べ
て

/一
八
七
〇
啤
以
前
は
両
、
，
一
八
七一

年
以
後
は
円
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
通
常
物
価
•
賃
金
に 

関
す
る
資
料
の
多
く
は
徳
川
期
で
終
っ

■て
い
る
か
、
、.又
は
明
治
期
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
ぅ
に
速
続
性
を
目
的
と
し
て
徧
集
さ
れ
た 

4

は̂
貴
重

^
あ
％
と
：0
わ
お
ば

^

な̂

_い
。
；
っ

「
我

国

商

品

拙

場

統

計

表

ゲ

^̂ 

ハ

て

は

大

部

分

’

現 

:

在
の
東
京
商y:

会

議

所

篇

冷

^
い
岑

当̂
時
め
商
エ
会
議
所
会

 ̂

あ
る
場
合
は 

商
人
の
記
録
、
.あ
る
場
合
は
古
老
の
記
憶
に
ま
で
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
程
，
苦
心
を
要
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明

^s

期
の
、
物
価
資
斜 

が

整

備

さ

れ

な

い

時

期

，に
つ
：
い

て

^

:,
«

幣
制
度
調
查
会
報
告」

.

.
'
を
中
心
に
、
商h

会
議
所
資
料
等
：で
補
足
し
な
が
ら
：整
理
さ
れ
て
い
る

。

1
表
の
品
目

.の
中

か

ら

生

計

費

指

数

.を

算

出

す

^

の

に

必

要

と

思

わ

れ

る

も

：の

.を
選

ぶ

と、
：
' 
米

、
：
'
•
大

麦
y
大
豆
、
塩
、
炭
、
木
綿
、
紙
、
菜
種 

油
、
薪

.の
九
品
種
で
あ
る
。
醬
油
と
味

.赠
の
価
格
は
明
治
以
降
の

-^
利

用

で

き

：る

。
.全
ぐ
資
料
が
得
ら
：れ
な
い
の
.は
住
居
費
に
当
る
家
具
、
家
賃 

で
あ
る
。
家
賃
に
つ
い
て
は
朋
治
期
で
も「

貨
幣
制
度
調
査
会
報
告」.

以

外

は

.
貧

料

が

な

.
い

。

そ
こ
で
わ

れ

わ

れ

は
#

油

，
味
噌
の
価
格
を

「

砠
 

世

後

期

に

お

け

る

主

要

^

価

の

動

態

」

に

よ

り

、
，
家

貴

は

「

貨

幣

制

度

調

查

会

報

告
」

に

よ

り

，
l
A
H
o
年
以
降
の
分
を
推
計
し
た
。
 

生
計
費
め
た
め
の
ロ
f

ね
枕
こ
の
他

ic
も

®
菜
、
m

«、
.

S

.酒
、
：入
浴
、
.髮
結
#

々
が
入
ら
ね
杖
た
ら
な
い

.が
、
資
料
が
な

い
の
で
こ

it



本
推
計
で
^

「

両J—
.「

円」

.表
示
を
用
い
.る
。
そ
し
.て
こ
の
場
合
わ
れ
わ.れ
は
ー
.両
を
一
円
に
等
し
い
と
見
な
す
。
-新
貨
条
例
の
新
貨
幣
例
目
第

,
四
揖
に
*

養

; «
1
:
_难
旧
« :
.齋

即

あ

眾』

：：»:
^

^
张
:?
:

る
.ぢ
^
^

材
価
値
か
ら
す
る
と
二
分
判
金
貨
一
雨
林
新
貨
ー
•
一

 

〇
九
円
に
'当
る
。
し
か
し
二
分
判
金
貨
の
品
質
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
•る
ば
が
り
で
な
く
，
.興
 

貨
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
新
貨
が
鋳
造
さ
‘れ
て
そ
の
品
質
の
優
秀
さ
が
知
れ
る
に
つ
れ

て

、

二
分
判
の
流
通
は
ま
す
ま
ず
滞
る
よ
ぅ
に
 

だ
っ
た
。
か
く
し
て'二
分
判
金
貨
は
実
質
上.一
割
強
の
差
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
用
上
新
貨
に
劣
っ
た
た
め
、
名
目
上
対
等
に
交
換
さ

れ
て
も
^ -
取
引
，関
係
，に
，悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
.
?た
よ
ぅ
で
あ
る
。
：

：

' 

.
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国
商
品
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場
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.
“
問
癍
は
匁
と.
両

、
の
：
関

係

；で

あ

る

。
〈

こ

と

で
_

が
^-
两

に

換

算

济
#.
:

« .
爵

品

相

場

統

訃

表

」

：
，に

よ̂-
'
数
値
を
用
い
る
。
東
京
^
お
い
て
通 

常
の
，
.
取
引
は
企(

両
，

) .
ぞ
な.
さ
れ
食
が
''
'
大
阪
で
は
銀
S)

.
取
引
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
東
京
で
は
関
西
か
ら
来
る
商
^
は
銀
表
示
で
あ 

っ
^
M.

日
常
坐
活
用
品
の
齋
買
は
銭
：(

文)

.
で
だ
さ
れ
た
。.
；「

我
国
商̂
^

二
号
は
す
べ
て
義
示
でI

て
、.へ

蓮

：の
、g

は
公
定
交
換
比
率
一
両
吴
〇|

換
算
さ
れ
て
I

s

が

セ

る

，
I

と
1

図
I

 

—

銀
、.
お
よ
び
銀
丨
銭
交
換
比
率
の
変
動
を
示
し
て
い
る
。
徳
川
末
期
に
な
る
と
こ
れ
ら
の
率
は
日
々
、
あ
る
時
は
時
間

^ '
に
違
う
た
。
し
か
し
 

こ
れ
ら
の
変
動
は
一
八
六
〇
年
ま‘で
ほ
ぼ
安
定
し
て
い
て
广
一
八
六
一
年
以
後
は
変
動
が
大
き
く
、
，特
に
東
京
ど
比
べ
そ
大
_
で
は
銀
価
値
の
暴

 

落
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日
給
噴
金
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通
常
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衆
京
に
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い
て
も
銀
で
表
示
さ
れ
で
い
た
が
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品
の
売
買
に
は
金
、：，特
に0
1常
品
め
購
入
に
は
銭
が
必
要
で
あ
っ
た
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実
際
に
職
人
ぼ
銀
を
換
算̂

た
銭
で
：支
私
わ̂

.'
;
.
,
そ
©-
銀
|

銭
交
換
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は
江
戸
で
相
#

に
関
係
な
く
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奴
n
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0
八
.文
饭
紀
0
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"

そ
れ
故
銀
建
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賃

金

ば

公

定
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ー

ト
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両
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換
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さ
れ
て
然
る
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き
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ろ
う
"
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― 文  r 
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金

年 号

4 - 号 r商品相場 j

相 場

「両， 記」

6. ?32

6.732
6.780

第 2 表 金 1 両tc■対する銀相場「我国商沿相場統計表y

金 1 両に対する_ 場 { 騮 I I I 蠲 翳 巧 ， 憂

「商品相場 j
―I d

6.548 . 
6.680

6 .737

6 .706 

6.648

.，パ，—

.；/ ■ . .  

8.264

13.400

. . . . *

12.211

11.332
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. . . 3J 

3J 
5J 
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1833ユ 11 J]
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9 月 :
1 8 3 6 . 12 月 
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1 8 3 7 . 1 月 
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;ニ テ.'

2 月

>ニテ.
相場 
1 月

"

i2 n

1 2 月

1 0 月 

2 } }

1 月レ
錢小銭J

1 月レ
四文钱I

1 8 5 9 . 1:
百文銭

四文銭 

初
1860.
1861.

7月 

7月
i n

3月

1863.

.
文
.

. 

64

百
.64 

18
18

5
! 

6

.

6

-
 

6

-
 

■ 

? 

•
8 

,
8
- 

7 

1

1

 

6

錢

銭

ぺ

銭
11
12
26

文
：.
月
：久
餘

.月
月
：■月
. 

百
，

3 

.
X 

^
 

5 

5 

2

868.

1869/

^

 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

H 

^
 

^
 

^
 

 ̂

W

64
91
15
56
06
68
&2
05
36
87
90
40
57
11
15
55
92
05
30 

,
W 

^
 

^
 

^
 

 ̂

 ̂

^
 

W
 

 ̂

61
.
62
.
63
,
64
.
67
.
68
.
69
.
71
.
72
.
72
.

72
.
72
.
74
.
84
.
89
.
00
.
14
.
27
.
87
:

.
 

1

1

1

:

_31
32
33
34
35
36
37
38
39
; 

1
41
42
43
44
45
46
47
48
49
85
0

51
M 

•
 

T
O 

;

n 

 ̂

^

-

.

1

1

 

-

S

-

. 

--
 

.....
 

-
-
.
18
'.
-

■

 

8

ll
f 

_

p

f

l

i

 

_
 

H

 

is s
l
lI I
l画
I IIf  III  I  

_ 脚
 I

記
妙

3

6.
6
0
0
1 

_

I

I

3

I

E

=

議

^

 

s

!

 

f
r

.建
築
勞
働
者
の
実
質
賃
金
-
—-

1
.八
三
.〇
丨
一
八
九
四
年
.
-

—

 

五
3

ニ
ー
一
.
〇
.ニ
1
1

)



寒 3 寒大蔵省東京市内商品小売相場 

(大蔵省 1'金融事項参考書J)

相場は月屮平均である。 1 
資料: r 日本労働運動史料j  50-51頁,

■ if-

白 米 大 豆 木 綿 木 炭

無砂捣混砂捣 
平均中1 歹

鶴 の 子  
1 石

三河速城 
1 反

常州權堅
1 m

(M26) 1893
pi

一 9,968
円

6,542
円

0,377
円

0.263
94 11.831 6.492 0.385 0.242

95 11.946 ； 6.817 0.404 0.293
96 12.806 7.917 0.444 0,348

97 15.978 8.825 0.446 0.400
98 19.抑 3 9.010 0.421 0.369

99 12.976 . 10；610 0.415 0,347
1900 16.186 8,768 0.478 0.483

01 16.586 8,329 0,483 0.430

02 17.009 9.572 0.463 0.439
03 19,433 11:966 0 ‘ 439 0.369

04 18:308 11,679 V 0.497 0.405
05 17.650 . 11,850 0.579 0.393
06 20.434 12,i04 0.601 0.391
07 22.342 11.858 0.650 0.490
08 、 20.701 10,656 0.577 0.677
09 17.592 10.055 0 .567 0.590

1910 17.188 ; 10,739 0:622 0.566

11 22.446 10.867 0.650 0,588

12 26.035 11,508： 0.615 0,605

. ， 13 . 2 8 . 0 7 0 14,297 0.622 0.586
14 20.876 14.268 0.577 0.529
15 16.352 11.548 0.489 0.525
16 17.187 13.093 0.671 0.524
17 24.574 20.563 1,173 - 0 . 7 3 5
18 38.486 32?013 1.691 1.115
19 55.063 43.750 2.545 1.262

.1920 55.877 43.571 2.101 1,599
21 39.929 31,639 1.408 1.653

•' 22 45.445 36.000 1.276 1,714

23 ■ ' —
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七

ー

八
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エ
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金
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銀
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承

さ

れ
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給
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あ
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。

場

所

は

東

京

ど

推
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さ

れ

る

。

第

H
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巻

六

三

三

頁
I

職

人
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質

金

は
--
*

'
日

当

り

銀1
1
〗

匁

年

間

金

ー

：八'両
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あ

る

。';
時

期
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1:
八

〕

ー
1
〇

年

ょ

り
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I
あ

り

、

場

所

は
.明

ら

か

で

な

い
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第

四

一

巻

ー
1
ー

五

ニ

頁
.
-
—

東

京

'ヤ

エ

人
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年

ニ
.

ー
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日
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い

て

一
:
ー

六

両

得

る
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時

期

は

明

ら

か

で

な
'
い

。

結

論

と

し

て

一

日

 

.

当

り

賃

金

は

銀

で

表

示

さ

れ

、

.

一

年

当

り

の

そ

れ

は

：金

ザ

菱

わ

さ

れ

て

い

た

で

あ

ろ

V

(

注

2)

-'
:「

江
戸
東
京
^ -

業
物
価
事
典」

ー
，ー
五
冥
。
.
な
#

公
定
相
場
一
は
二
両=

六
0
奴

=

六

，
51
::
«
:文
で
、.；
ー，匁
'|
|

.
ー
〇
八
.
，三
文
で
あ

0
た
：

...1 
一

r

卸
売

■価

格

と

小

売

価

格

へ

,
:

資料：1■両替年代記関鍵」巻 2 ， 図表第1 6号より。

隼 1 -2図江戸における金1 両に対する銀相場び両脊年代記関鍵」） 

t  r我国商品相場統計表j による相場との.比較



第 2 図 東 京 物 価 卸 売 • 小 売 比 較

明治26 ‘ 
1893 1902

米小売価格(1石)：

来卸売- 格（拓）

炭卸売価格(10貫知

大豆小売価格(I石） 
大豆卸売価格《1石)

炭小売価裣(1婊) 
木綿小売価格(1反) 
木綿卸売価格(1反）

45
1912 年

五

〇

ゾ
'、「
我
国
商
品

_
:敬
證

ぎ

；.，か
翻
侧
兩

■

_

靡

価

奪

^
^
,
r.実質
！

錄
出
の
た
め
に
は
生®

、
す
な
わ
ち
小
売
赃
格
が
必
要
で
あ
る
。
し
加
し
小
売
. 

: «
' «
の
' *
料
は
全
く
#

あ
: *
な
い
の
.
.で
、
わ
れ
わ
れ
は
先
ず
卸
売
価
格
と
小
売

価
：： 

.格
の
差
を
調
べ
5

、
わ
が
国
の
冰
売
物
価
統
計
は.
1

A九11

ー
牟
以
欺
の
東 

け
る
そ
れ
じ
'か
得
ら
れ
な
へ
い-0
3

表
に
は1.

八
九
三
年
丨

1

九
二
三
年
の
大
蔵
省 

料
ょ
る
東
凉
小
売
価
格
が
掲
げ
ら
れ
て4>
:
,ー
る"」

>
れ
は〗

；

「

&

国

瓶

品

相

場

統

計

.
ー

 

表」

と
.比
較
す
る
た
め
選
ん.だ
同
一
銘
柄
商
品
四
種
で
あ
る
。2
図
は
一
八
九
三 

年

か
?>
'

ー
九
 

一
ニ
年
の
ニ
〇
年
間
に
つ
い
て
両
者
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
.
炭

 

の
単
位
が
違
ぅ
が、
' 動
き
を
見
る
に
は
差
支
え
な.い
だ
ろ
ヶ
。
，
こ
れ
ら
は
殆.ん
.ど
：
 

同
じ
変
勦
を
示
し
、
特.に
米
の
場
合
は
完
全
に
平
行
で
あ
る
。
こ
れ
ら
小
売
価
格

 

の
信
®

を
別
に
：す
れ
ば
、
小
売
価
格
指
数
嘵
使
用
す
一
る
代
り
.ね
卸
売
価
格
指
免
，
 

を

利

用

し

て

も

、
：

.そ

れ

程

大# -
は
な
い
で
あ
ろ
ぅ
こ
と
が
判
る
。
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/
. 

. 

- 

. 

• 
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:

.

.

. 

.

.
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.
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'
四

':
'
:
労

働

力

構

成

比

率

，
 

'

-

建
築
労
働
者
の
：平
均
賃
金̂

,
#め
る
た
：め_

:

そ
：の
^

:
敗

氣

於
# :
要
、で
あ
べ 

る
。
^

か
し
; «
川

: «
に
関
七
て
は
賃
金
、■
格
等
の
#

別
的
滿
列
は
比
歡
的
資
料■ 

が
あ
マ
て
%:
:
、
：：勞
働
者
数
や
生
産
量
な
ど
数
量̂
関
し
て
：.は
.そ
れ
が
全
晴
の
総
量:'
: 

は
勿
論
，
地
方
：
町‘
村
単
位
の
総
*

で
す
ぢ
金
く
利
用
：不
可
能
と
い
っ
：で
過
霞

資料: 卸売, 「我国商品相場統計表j 。小売(大蔵省），「日本労樹運動史料_! 50

新瘠区役所「新宿区史』335—6 頁。

下線の職P は労働者搆成比率算出のために用いt ものである。
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人の商売年間の町

第 4 表 . 四ッ各十六*寺の過 

(1789—1 8 4 3 )の 55

粕 屋 

湯 屋 

万 力 屋  

馅 屋 

米 . 屋 

表 具 屋  

伽 屋 

'佟 . 師 

寒 唐 

綿 - 屋  

鼻 . 屋 . 
冥 フ 屋  

ザ ル 屋  

桶 屋 

ィ 力 ヶ 屋  

仕 立 屋  

左 官

2 A  
7 X  
2 A  
1 人 

1 9人 

1 0人 

1 5 人 

5 人 

5 A  

1 人 

4 人 
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40 4.2 4.2 65 14.5 . 8 . 0 5
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両者とも「東M商工会議事要•沣録42号」による。 *  貨幣制度調査会報告j  g
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第 5 表名目賃金指数 • 生計費指数• 実 質 賃 金 指 数 1851年=  100
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第 6 表 名 f lM 金指数および 

実質賃金指数 (1830-74^)

R
タ . . 戶  

貨 金 指 数

実 質  

賃 金 指 数

1830 69.5 83.9
31 〃 87.4
32 t t 87.2
33 " 86.3
34 80.3 83.9

35 69.6 74.4
36 81.4 66.7

71.8 47.9
丨 38 〃 53,0

3 9

71.9 66,0

1840 // 72.7
41 n 76.4
42 a 78.3
43 // 84,9
44 83.4 91.4

45 , 86.6 92.6
46 103.0 104,3
47 89.9: 88.0
48 86.4 91.0
49 86.5 91,3

^1850 93.7 94.5
• 51 100.0 100.0

52 92.8 89.0
53 91.0 86.5
54 94,1 80：7

55 353.8 328.1
56 168.2 146.0
57 129.1 127.3
58 131.5 119.7
59 127.9 121.6

... . ■

1860 133.7 124,1
61 130.3 92.9
62 132.9 98.9
63 151.5 108.8
64 157.5 104.2

65 165.7
66 198.7 78.4
67 264.4 63.7
68 283.2 85.0 ’
69 420.6 109.0

104.1

1870 357.0' 76.6
71 384.3 96.8
72 411.7 137.1
73 418.6 136.7
74 405.9 115.1

資料：「渋沢栄ー伝記資料」
大工賃金による。
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あ
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參

抱

先

ひ
職
人
の
ぞ
れ
で
^

っ
た
ど
し
た
ら
市
場
賃
金
よ
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後
れ
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れ
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。
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す
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。
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す
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す
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れ
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近
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と
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と
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ら
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と
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分
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